
  



●

【二本松市・針道9区】
東北文化学園大学（伴走支援）

【二本松市・高槻集落】
桜美林大学（２年目）

●

●

過疎・中山間地域
（51市町村）

1年目・2年目（16グループ）

伴走支援（7グループ）
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【二本松市・竹ノ内集落】
前橋工科大学（２年目）

【田村市都路町・頭の巣】
福島大学（伴走支援）

【田村市・船引町瀬川地区】
獨協大学（伴走支援）

【天栄村・二岐地区】
郡山女子短期大学（1年目）

【会津若松市・大戸】
会津短期大学（伴走支援）

【浪江町・南津島地区】
東北学院大学（1年目）

【南会津町・針生】
北海道教育大学（2年目）

【田村市滝根町・入水行政区】
獨協大学（１年目）

【小野町・谷津作行政区】
獨協大学（2年目）

【田村市（船引）・美山地区】
芝浦工業大学（２年目）

【南会津町（伊南）・耻風】
獨協大学（伴走支援）

【喜多方市（山都）・本村】
獨協大学（伴走支援）

【西会津町・中町集落】
東京藝術大学（２年目）

【喜多方市・地割】

専修大学（1年目）

【只見町 ・ 塩沢・十島】
宮城大学（１年目）

【伊達市・保原町富成地区】
東海大学（１年目）

【伊達市・霊山町掛田地区】
東京藝術大学（1年目）

【二本松市・戸沢】
福島大学（１年目）

【磐梯町・大寺五区】
駒沢女子大学（2年目）

【川内村・第7行政区】
東北学院大学（2年目）

【郡山市・逢瀬町】
福島大学（伴走支援）
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〇専修大学 

商学部 渡邊隆彦ゼミ 

ゼミの課外活動で地割地区へ

の縁ができたことがきっかけで、

今年度は、本事業を活用して

ゼミの 11 名で地域の活性化

支援に挑む。 

 

〇東京藝術大学やないけん 

芸術や美術、デザインを前提と

しなくても、地域の方々との交

流の中で、クリエイティブが生ま

れる体験をするべく、地域へ入

った。芸大生の強みを活かし

て、地域活性化に取り組む。 
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〇獨協大学地域活性化プロジ

ェクト入水チーム 

メンバーは、環境と開発の両

立を目指しながら観光客を誘

致する、持続可能なあり方を

地域と協働で実施できればと

集まった６名。 

 

〇福島大学岩崎ゼミ 

中山間地のまちづくりについて

学ぶメンバー。集落の現状を

把握しながら、地域活動や住

民活動の展開を支援したいと

考えている。 
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〇東海大学スチューデントアチ

ーブメントセンター3.11 生活

復興支援プロジェクト 

本プロジェクトは、被災地にお

ける支援を行ってきたが、新た

な活動として活性化のための

課題発見、具体的な取組方

法などについて地域住民の

方々とともに考えたいという。 

 

〇東北学院大学 

南津島民俗調査プロジェクト 

 

  メンバーは 22 名。文学部歴史

学科で地域文化を研究対象と

する民俗学を専攻している。 

この専門分野を活かし、地域復

興のために帰還困難区域である

南津島地区の民俗芸能の継承

に取り組む。 
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〇郡山女子大学短期大学部 

地域創成学科 

メンバーは文化・歴史、アート

＆デザイン、ビジネス、情報を

学ぶ学生。県内の大学とし

て、地域との綿密なコミュニケ

ーションで地域連携活動に取

り組みたいと考えている 11

名。

〇宮城大学 小地沢研究室 

小地沢研究室では、建築学

をベースに、まちづくりや都市計

画を学ぶ。まちを俯瞰してソフ

トの提案もしていきたいと考え

ている 10 名。 
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〇桜美林大学渡邊ゼミチーム 

渡邊ゼミは、「ツアープランニン

グ研究室」として、観光による

地域振興を学んでおり、課題

を抱える集落への支援ができ

ないかと考えている。 

 

〇駒沢女子大学榎本スタジオ 

メンバーは、大学で住空間デ

ザインを学び、家具をはじめと

した生活に関するアイテムのデ

ザインや制作を行っている。地

域活性化の活動に興味を持

つ５名が参加した。 
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〇獨協大学地域活性化プロジ

ェクト米山チーム Part２ 

2019 年から地域の方々と協

働で地域活性化に取り組んで

きた。メンバーは学部を超えて

地域活性化のために集まった

6 名。 

 

〇東北学院大学金子研究室 

川内村プロジェクト 

メンバーは 15 名。文学部歴

史学科で地域文化を研究対

象とする民俗学を専攻してい

る。 

地域の伝統文化をフィールドワ

ークによって収集、掘り起こしを

し、文化的な資源としての価

値を見出し、集落維持のサポ

ートをしたいと考えている。 

 

 



7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇北海道教育大学 

アウトドアライフコース 

自然と社会を結ぶアウトドアの

あり方について学んでいる学生

たちは、アウトドアを通じた地

域おこしに力を貸したいと考え

ている。また本コースの卒業生

が針生に移り住んでアウトドア

をツールに地域活性化に取り

組んでいる。

〇前橋工科大学 

都市・地域計画研究室 

建築や都市計画を学ぶメンバ

ーは、空間に着目して地域の

あり方を考える。 
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〇芝浦工業大学 

次世代 SDGs 研究会 

東北グループ 

次世代 SDGs 研究会は、環

境資源や人材を活かした地域

創生活動を、地域の方々と協

働しながら企画・実行し、社会

の課題解決に貢献することを

目的に活動している。 

 

〇（東京藝術大学院） 

学生有志団体 やどりぎ案内 

都内の美術大学に通う学生

を中心とした有志７名。集落

の方々と直接関わり、アートで

地域活動をしていけないかと

地域の方からの声かけをいただ

いたところから始まった。 
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〇獨協大学 セガワ応援隊 

 

メンバーの卒業により、現メン

バーは昨年度から活動してい

る。昨年はコロナの影響で、現

地を訪れることができなかった

が、地域の方とはオンラインで

交流を継続していた。 

 

〇福島大学 

【SEED to Dishes】 

SEED to Dishes、つまり生

産者から消費者までを幅広く

学ぶ食農学類に在籍するメン

バー。逢瀬町の農業や農作

物をどう加工し、販売するかま

でを考える。 
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〇獨協大学 

ほんそんみらいプロジェクト 

メンバーは学部を超えて「地域

活性化」のために集まったチー

ム。今年度は卒業生も加わ

り、これまで蓄積してきた現地

活動の経験を活かして地域の

活性化に取り組む。 

 

〇会津短大 

 大戸町盛り上げ隊 

メンバーはプロダクトデザインを

学んでいることから、ものづくり

で地域の活性化を支援できれ

ばと考えている。 
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〇福島大学 経済経営学類 

藤原遥ゼミナール田村市都

路町地域づくり研究会 

中山間地の「山の暮らしの再

生」をテーマに研究しているメン

バーは、集落の方々にとって豊

かさとは何であったかを考え、

取り戻すためには何が必要か

を考える。 

 

〇獨協大学 大竹ゼミ 

メンバーは大学で経済を学

び、地域と学生の双方にプラス

になる地域交流システムを構

築したいと活動する。 
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〇東北文化学園大学 

エコ・カフェ秡川 

 

サテライトキャンパスづくりから

入った東北文化学園大学と

針道９区の活動は５年目に

入る。現メンバーは活動１、

２年目である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


